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管
内
５
中
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い

て
は
、
合
併
前
に
中
球
磨
五
か
町
村
合

併
協
議
会
で
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
結

論
に
は
至
ら
ず
、
新
町
の
教
育
委
員
会

で
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

懸
案
と
さ
れ
た
統
合
問
題
に
つ
い
て

は
、
合
併
後
の
平
成
16
年
７
月
に
設
置

さ
れ
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
学
校
規
模
等
適

正
化
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

10
回
に
わ
た
り
審
議
、
調
査
が
重
ね
ら

れ
こ
の
程
、
教
育
委
員
会
に
対
し
次
の

と
お
り
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
10
回
に
わ
た
り
審

議
・
調
査
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
は
、
平
成
17
年
12
月
22
日
、
学
校
規
模
等
適
正
化
審
議
会
か

ら
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
も
と
に
、
今
後
、

保
護
者
・
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
拝
聴
し
教
育
委
員
会
と
し
て
の
方
針
決
定
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
２
月
下
旬
意
見
聴
取
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
町
内
一
中
学
校
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
答
申

「
町
内
一
中
学
校
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
答
申

〜
あ
さ
ぎ
り
町
学
校
規
模
等
適
正
化
審
議
会
〜

答
　
　
　
申

本
審
議
会
は
、
平
成
16
年
７
月
30
日
に

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
立
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い

て
の
諮
問
を
受
け
、
教
育
委
員
会
の
説

明
資
料
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
審
議
会

を
９
回
、
代
表
者
会
を
１
回
、
山
都



町
・
相
良
村
の
中
学
校
統
合
先
進
事
例

研
修
及
び
管
内
中
学
校
視
察
等
を
経
て

答
申
を
と
り
ま
と
め
た
。

平
成
17
年
５
月
現
在
で
町
内
５
中
学
校

（
生
徒
数
合
計
５
９
５
名
）
の
う
ち
、
生

徒
数
２
０
０
名
以
上
の
学
校
は
１
校
の
み

で
１
０
０
名
以
下
の
学
校
が
２
校
あ
る
。

学
級
数
で
見
る
と
、
３
学
年
２
ク
ラ
ス
以

上
の
学
校
は
２
校
で
、
残
り
３
校
に
つ
い

て
は
３
学
年
そ
れ
ぞ
れ
１
学
級
と
な
っ
て

お
り
全
て
小
規
模
校
で
あ
る
。
今
後
も
少

子
化
の
影
響
に
よ
り
年
々
生
徒
数
は
減
少

す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
学
級
数
の
減
少
す

る
学
校
が
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
資
料
１
）

施
設
面
で
は
建
築
後
25
年
を
経
過
し
て

い
る
学
校
も
あ
り
、
耐
震
や
防
犯
と
い
っ

た
安
全
面
や
教
育
内
容
の
変
化
に
伴
う
機

能
の
面
か
ら
み
て
、
計
画
的
な
改
築
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
建
て
替

え
工
事
や
改
修
工
事
に
係
る
経
費
は
莫
大

な
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
あ
さ

ぎ
り
町
立
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て

考
え
る
視
点
と
し
て
、
国
が
定
め
る
学
級

数
の
基
準
は
各
学
年
４
か
ら
６
学
級
と
さ

れ
て
お
り
、
生
徒
数
の
面
か
ら
見
る
と
３

６
３
名
か
ら
７
２
０
名
が
適
正
規
模
と
さ

れ
て
い
る
。

教
育
的
な
面
か
ら
み
る
と
、
適
切
な
生

徒
集
団
の
確
保
は
生
徒
同
士
の
切
磋
琢
磨

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
や
、
教
員
の
配
置

増
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
達
が
専

門
分
野
の
教
師
の
授
業
を
受
け
る
機
会
が

多
く
な
り
、
教
師
自
身
に
と
っ
て
も
ゆ
と

り
が
で
き
工
夫
、
話
し
合
い
で
き
る
環
境

に
な
る
な
ど
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
興
味

が
も
て
る
授
業
や
個
性
を
伸
ば
す
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

ま
た
、
適
正
規
模
校
に
お
い
て
は
、
生

徒
達
に
多
様
で
豊
か
な
出
会
い
を
創
出

し
、
そ
の
成
長
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
例

え
ば
、
体
育
大
会
な
ど
様
々
な
学
校
行
事

や
生
徒
会
活
動
な
ど
の
特
別
活
動
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
。
特
に
、
中
学
校
で
は
多

様
な
部
活
動
の
展
開
が
可
能
と
な
り
生
徒

達
の
活
動
分
野
の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

財
政
面
か
ら
み
る
と
、
学
校
の
維
持
管

理
費
に
か
か
る
費
用
は
学
校
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
あ
る
程
度
必
要
で
あ
り
、
統
合
す

る
こ
と
に
よ
り
維
持
管

理
費
等
の
節
減
合
理
化

が
可
能
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
統
合
し
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
審
議
を
重

ね
、
あ
さ
ぎ
り
町
立
中

学
校
に
お
い
て
は
、
１

校
が
適
正
規
模
と
い
う

概
ね
の
合
意
が
得
ら
れ

た
。
た
だ
し
少
数
意
見

と
し
て
、
現
在
で
も
小

規
模
校
に
応
じ
た
努
力
に
よ
り
教
育
活
動

が
営
ま
れ
て
お
り
生
徒
、
保
護
者
、
教
育

集
団
が
ま
と
ま
り
や
す
く
行
き
届
い
た
教

育
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
か
ら
２
校
に
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
審
議
会
と
し
て

は
、
本
町
の
面
積
・
地
形
・
生
徒
数
の
推

移
・
通
学
距
離
・
学
校
運
営
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
最
終
的
に
は
「
町
内
１
中
学
校

と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

の
結
論
に
達
し
た
。

な
お
、
統
合
は
５
年
以
内
を
目
処
に
、

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
及
び

町
部
局
で
調
査
、
検
討
さ
れ
、
下
記
事
項

に
留
意
さ
れ
、
今
後
統
合
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。

記

１
　
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
地
域

住
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

２
　
統
合
後
の
中
学
校
は
、
本
町
の
次
世

代
を
担
う
人
材
育
成
の
場
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
計

画
的
に
学
校
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る

こ
と
。

３
　
生
徒
の
通
学
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て

は
、
利
便
性
・
安
全
性
・
保
護
者
の
経

費
負
担
な
ど
、
配
慮
し
た
適
切
な
手
段

や
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

１校に統合 
した場合の 
学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

17 155 6 215 7 104 3 52 3 69 3 595 22 15 

18 146 6 235 8 105 3 46 3 63 3 595 23 15 

19 141 6 230 8 102 3 54 3 56 3 583 23 15 

20 133 5 214 7 94 3 44 3 53 3 538 21 14 

21 136 5 189 6 96 3 42 3 61 3 524 20 14 

22 137 5 203 6 95 3 37 3 58 3 530 20 14 

23 138 5 205 6 94 3 36 3 57 3 530 20 14 

24 124 4 216 6 85 3 36 3 53 3 514 19 14 

25 123 4 192 6 81 3 30 3 51 3 477 19 13 

26 138 5 186 6 93 3 27 3 57 3 501 20 14 

27 158 6 178 6 92 3 26 3 58 3 512 21 14 

28 148 5 195 6 80 3 26 3 62 3 511 20 14 

H17.5現在 

H17.5現在 

H17.5現在 

上中学校 免田中学校 須恵中学校 深田中学校 ５校合計 
年度 

岡原中学校 
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中学校生徒数の現状と推移 
資料１ 

★　１学校生徒数標準　３６３人～７２０人　　：　１学校学級数標準　１２学級～１８学級 

生徒数の現状と推移 

各学校生徒数比 

免田中学校 

36%

岡原中学校 

17%

須恵中学校 

9%

深田中学校 

12% 上中学校 

26%



審
議
会
で
は
「
町
内
１
中
学
校
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
答
申
で

し
た
が
、
そ
の
答
申
を
も
と
に
、
保
護
者
・
町
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
教
育
委
員
会

と
し
て
の
方
針
決
定
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の
と
お
り
意
見
聴
取
会
を
開
催

し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
小
中
学
校
の
保
護
者
、
未
就
学
児
の
保
護
者
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
住
民
意
見
聴
取
会
を
開
催
し
ま
す
●

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会

就学援助制度ってなに？
就学援助制度は、義務教育の円滑な実施を図るため、経済的
な理由によって、就学が困難な児童及び生徒の保護者に対して、
学用品費・給食費・修学旅行費・医療費（学校病のみ）等を援助
する制度です。

対象者は？
１　あさぎり町に住所を有する方
２　生活保護法の要保護者、及び生活保護法の要保護者に順ずる程度に困窮している方

申請の方法は？
教育委員会または最寄りの役場支所に備え付けの「就学援助申込書」に必要事項を記入の

うえ、必要な書類を添付し平成18年２月24日（金）までに教育委員会へ提出してください。
＊　平成17年度に認定されていた方も新たに申請が必要です。

詳しくは、あさぎり町教育委員会までお問い合わせください。

◎お問い合わせ　あさぎり町教育委員会教育総務課学事係　尾方・冨田（蕁45－7226）

平成18年度 就学援助制度のお知らせ

あさぎり町立中学校の統合に関する
意見聴取会開催日程

全会場：時間午後７時３０分～午後９時まで（１時間３０分程度）

開　催　期　日 地　区　名 場　　　　　　所

２月20日（月） 上　地　区
あさぎり町上総合運動公園

「武道館」

２月21日（火） 免田地区
あさぎり町立免田中学校

「武道場」

２月22日（水） 岡原地区
あさぎり町岡原

「もみじ館」

２月23日（木） 須恵地区
須恵文化ホール

大会議室

２月24日（金） 深田地区
深田校区公民館

「せきれい館」 １階講堂

お問い合わせ先：あさぎり町教育委員会　教育総務課　蕁45－7226



あさぎり町では、町内の将来有為な人材を育成す
る目的で、高校・大学等に進学または在学する生徒
のうち、学校納付金等の支払いが困難と認められる
方に対して奨学金貸与を行います。
平成18年４月から、高校及び大学等に進学予定の

中学３年生または高校３年生（高校または大学等の
在学生を含む）で奨学金貸与を希望される方は、下
記事項に留意のうえ、奨学金貸与申請の手続きをし
てください。

記
１．貸与対象者

あさぎり町に生活の本拠を有し、２年以上在住
する方の子
※ただし、他の奨学金制度を利用されている場

合は併用できません。
２．奨学金の額及び貸与期間

【１】大学生（短大生） 月額　４０,０００円
【２】高等専門学校生　　月額　３０,０００円
【３】各種専門学校生　　月額　３０,０００円
【４】高　　校　　生　　月額　１５,０００円
貸与期間は、奨学生が在学する学校の正規の修

学期間とします。
（修学年数が異なる場合は、その学校の修学期間
とします。）

３．返還方法

卒業１年後（１年据置）から、貸与期間の２倍
の期間以内に、無利子で返還することになります。

４．申請方法

下記の書類を教育委員会へ提出してください。
①奨学生（予約生）
願　書（連帯保証人２名必要）
推薦書（在籍学校長の推薦）

②奨学生（予約生）の保護者
世帯の住民票（謄本）・世帯の納税証明書・世
帯の所得証明書

③連帯保証人
（家族以外であさぎり町内在住の方２名）
印鑑証明書・住民票・納税証明書・所得証明書

④合格通知書または在学証明書の写
（高校入学の場合は不要）
《上記の①の用紙は教育委員会にあります》

５．提出期限 平成18年２月１日～３月31日まで
６．決定通知等 申請者に文書で通知します。

〈４月上旬に選考委員会の選考審議を経て決定
されます。〉

７．提出先及び問い合せ先

〒868-0408球磨郡あさぎり町免田東1989番地3
あさぎり町教育委員会
【蕁45―7226 内線257 教育総務課奨学金担当】

あさぎり町奨学金制度について（ご案内）

あ
さ
ぎ
り
町
奨
学
金
貸
与
制
度

は
、
一
般
奨
学
基
金
と
高
田
之
奨

学
基
金
の
２
つ
の
基
金
を
原
資
と

し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

高
田
之
奨
学
基
金
と
は
、
旧
上
村

に
お
い
て
昭
和
51
年
度
に
故
・
高

田
之
氏
（
上
・
塚
脇
出
身
）
ご
夫
妻
の
「
進
学
を
希
望
し
、
勉
学

意
欲
の
あ
る
ふ
る
さ
と
の
学
生
の
た
め
に
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
。」
と
の
ご
厚
意
の
寄
附
を
受
け
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

高
田
氏
は
、
東
京
に
お
い
て
医
院
を
開
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
の
人
材
育
成
を
望
ん
で
の
ご
厚
意
で
あ
り
ま
し
た
。
現

在
ま
で
の
基
金
の
利
息
は
、
既
に
原
資
を
上
回
る
ほ
ど
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り
町
に
な
り
ま
し
て
も
、
新
条
例
に
よ
り
利

息
を
町
奨
学
基
金
へ
繰
り
入
れ
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
学

生
を
力
強
く
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
勉
学
意
欲
の
強

い
学
生
た
ち
の
学
費
・
生
活
費
支
援
の
た
め
、
高
田
氏
の
遺
志
に

沿
っ
た
運
用
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
「
原
資
」
＝
　
故
・
高
田
之
氏
か
ら
の
寄
附
金
額

３
５，

２
５
３，

１
５
０
円
の
こ
と
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

高
田
之

い

た

る

奨
学
基
金



大
会
に
は
本
町
か
ら
６
チ
ー

ム
が
出
場
し
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
が
、
優
勝
し
た
あ
さ
ぎ

り
町
Ａ
チ
ー
ム
は
１
区
、
２
区

で
６
位
と
出

遅
れ
た
も
の

の
、
３
区
村

上
選
手
が
４

人
抜
き
の
区

間
賞
で
２

位
、
４
区
和

泉
選
手
も
１

位
の
人
吉
市

と
の
42
秒
差

を
も
の
と
も

せ
ず
町
内
五

本
松
地
点
で

逆
転
、
沿
道

の
観
客
を
沸

か
せ
ま
し

た
。
そ
の
後

も
５
区
西
選

手
、
６
区
椎
葉
両
選
手
も
区
間

賞
の
力
走
で
、
２
位
と
の
差
を

２
分
50
秒
引
き
離
し
ゴ
ー
ル
テ

ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
優
勝
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
今
年
の
最
優
秀
選
手

に
選
ば
れ
た
の
は
４
区
を
走
っ
た

岡
原
中
３
年
の
和
泉
貴
大
さ
ん
。

「
中
体
連
で
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

頑
張
り
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
式
の
会
場
と
な

っ
た
須
恵
小
学
校
で
は
、
各
チ

ー
ム
の
監
督
・
選
手
の
保
護
者

に
よ
り
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
の
炊

き
出
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
選

手
や
コ
ー
チ
陣
、
保
護
者
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
手
に
し
た
優
勝

と
言
え
そ
う
で
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ａ

２
時
間
55
分
37
秒

２
位
　
人
吉
市

２
時
間
58
分
27
秒

３
位
　
錦
町
Ａ

２
時
間
58
分
50
秒

５
位
　
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｂ

３
時
間
00
分
41
秒

９
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｃ

３
時
間
07
分
18
秒

13
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｄ

３
時
間
13
分
45
秒

15
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｅ

３
時
間
20
分
03
秒

16
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｆ

３
時
間
21
分
13
秒

※
Ｆ
チ
ー
ム
は
オ
ー
プ
ン
参
加

あ
さ
ぎ
り
町
堂
々
の
３
連
覇
達
成
！ 
あ
さ
ぎ
り
町
堂
々
の
３
連
覇
達
成
！ 

第
53
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会 

師
走
の
球
磨
路
を
タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
一
周
す
る
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝

大
会
が
12
月
18
日
、
須
恵
小
学
校
前
を
ス
タ
ー
ト
、
同
校
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
８
区
間
、
52．

94
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10

市
町
村
か
ら
20
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
あ
さ
ぎ
り
町
Ａ
チ
ー
ム
が
４
区
間
で

区
間
賞
を
獲
得
す
る
と
い
う
選
手
層
の
厚
さ
で
見
事
優
勝
し
、
３
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

出場選手　　　　　　　は区間賞　　※敬称略

１　区 ２　区 ３　区 ４　区 ５　区 ６　区 ７　区 ８　区

あさぎりA 橋本龍之介 久間　章弘 村上　勝紀 和泉　貴大 西　　俊也 椎葉　直之 免田　　肇 稲員　　悠

あさぎりB 和泉　達也 深松　勇貴 桑原　裕和 柳本真之介 宮原　大亨 山口　智和 藤原　義隆 橋本　彩加

あさぎりC 緒方　章人 大坪　真斗 那須　洋亮 上村総一朗 中神洋一郎 吉鶴　隼人 恒松　雄二 森口佳央里

あさぎりD 尾方　佑輔 落合　祐樹 山口　達也 平山　智大 福山　　至 大門　輝樹 澤田　光徳 久我美耶子

あさぎりE 鶴田　征宏 松坂　酉起 松永　勇樹 大林　達明 志水　敏広 古川　哲也 犬童　哲人 犬童　咲綾

あさぎりF 藤本　昌大 松永　康平 宮崎　康輔 平田　崇朋 神田　雄輝 清田　康裕 永井　英治 宮崎　成美



平
成
18
年
あ
さ
ぎ
り
町
成

人
式
が
１
月
４
日
須
恵
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
か
れ
、

新
成
人
２
５
９
名
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

式
典
に
は
ス
ー
ツ
や
振
り
袖

姿
の
新
成
人
２
１
１
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
犬
童
町
長
は
式
辞

で
「
社
会
情
勢
が
悪
化
し
た
中

で
、
物
事
を
冷
静
に
正
し
く
判

断
し
こ
れ
か
ら
の
人
生

誇
り
を
も
っ
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
」
と
助
言
。

来
賓
挨
拶
に
続
い
て
、

成
人
者
を
代
表
し
て
２

名
が
大
人
と
し
て
の
決

意
や
誓
い
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
小
屋
松

紘
基
さ
ん
（
黒
田
）
が

「
家
族
と
友
人
に
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
認

識
し
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
て
頑
張
り
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
後
、

川
越
由
紀
さ
ん

（
内
山
）
は
「
こ

れ
ま
で
支
え

て
き
て
く
れ

た
両
親
や
友

人
に
感
謝
し

自
分
の
目
標
に

近
づ
く
よ
う
一
歩

一
歩
成
長
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
恒
松
知
樹
さ
ん
（
屯
所
）
が

交
通
安
全
宣
言
を
行
い
、
成
人

者
を
代
表
し
て
寺
田
克
也
さ
ん

（
今
井
）
が
式
典
の
礼
を
述
べ

「
一
社
会
人
と
し
て
今
ま
で
以

上
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
感

謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
日
々
邁

進
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

式
後
は
記
念
撮
影
が
あ
り
、

同
窓
会
が
新
成
人
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
の
主
催
で
各
校
区
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

味岡鮎美さん（吉井）左

「今年短大を卒業するので就職
が目標。これから親孝行したい。」

林田亜里沙さん（吉井）右

「看護師になって人の役に立
ちたい。」

風間友希さん（桧山）右

「現在ワコールの陸上部に所属
しています。昨年はあまり自分の
納得いく走りができなかったので、
走るのを楽しみながら今年はしっ
かり頑張っていきたい。」

清田沙織さん（永岡）左

「いつも迷惑かけてすみません。
これから親孝行します。」

那須信也さん（別府）左

「自分の夢（アナウンサー）に
向かって頑張ります。」

田代　怜さん（永岡）中央

「社会人になるので社会のルー
ルを身につけ一人前になりたい。」

那須徹也さん（斉堂）右

「これからも友達と仲良く楽し
くやっていきたい!!」

「一社会人として今まで以上 

　の自覚と責任を持って」 

「一社会人として今まで以上 

　の自覚と責任を持って」 

「一社会人として今まで以上 

　の自覚と責任を持って」 

平成18年あさぎり町成人式 平成18年あさぎり町成人式 

抱
負
を
一
言
！ 



時
折
寒
風
が
吹
く
中
、
午
前
８

時
15
分
に
威
風
堂
々
の
分
列
行
進

で
始
ま
っ
た
式
で
は
、
冒
頭
犬
童

町
長
よ
り
「
昨
年
の
災
害
等
に
対

し
て
の
消
防
団
員
の
ご
苦
労
に
感

謝
し
、
安
全
で
快
適
な
町
づ
く
り

と
町
民
の
付
託
に
応
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
式
辞
が

あ
り
、
続
い
て
鬼
塚
団
長
よ
り
、

「
気
持
ち
も
心
も
新
た
に
寒
風
に

も
負
け
ず
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
、
消
防
団
員
と
し
て
の
使

命
感
を
持
ち
、
常
に
課
題
に
挑
戦

し
て
ほ
し
い
。」
と
訓
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
、
各
種
表
彰

の
あ
と
、
分
団
ご
と
に
行
わ
れ
た

通
常
点
検
に
は
上
中
学
校
・
深
田

中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
吉
井

保
育
園
・
ま
ど
か
保
育
園
・
須
恵

保
育
所
・
ま
こ
と
保
育
園
の
各
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
が
元
気
い
っ
ぱ
い

の
通
常
点
検
を
披
露
し
、
会
場
に

詰
め
か
け
た
保
護
者
な
ど
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
放
水
競
技
に

は
、
各
分
団
の
精
鋭
41
チ
ー
ム

（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
38
チ
ー
ム
・

ポ
ン
プ
車
の
部
３
チ
ー
ム
）
が
参

加
。
全
身
に
水
を
被
り
な
が
ら
見

事
な
操
作
に
会
場
か
ら
は
、
声
援

が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
中
で
も
県

下
で
最
も
古
い
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
深
田
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

は
、
総
合
タ
イ
ム
で
大
人
顔
負
け

（
全
体
成
績
で
は
３
番
目
）
の
活

躍
を
見
せ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。放

水
競
技
大
会
の
上
位
成
績
は

以
下
の
通
り
で
す
。

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
　
第
２
分
団
１
部
（
榎
田
）

２
分
02
秒
97

２
位
　
第
14
分
団
１
部
（
下
里
・
植

の
里
）

２
分
05
秒
06

３
位
　
第
14
分
団
２
部
（
庄
屋
・

仁
王
）

２
分
07
秒
15

４
位
　
第
12
分
団
２
部
（
寺
池
）

２
分
10
秒
71

５
位
　
第
６
分
団
２
部
（
久
鹿
）

２
分
13
秒
52

◆
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝
　
第
３
分
団
１
部
（
堀
角
）

２
分
56
秒
89

２
位
　
第
６
分
団
１
部
（
大
正
町
・

本
町
）

４
分
28
秒
97

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
上
位

２
チ
ー
ム
と
ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝

チ
ー
ム
は
、
同
月
11
日
に
開
催
さ

れ
た
上
球
磨
消
防
団
連
合
会
（
上

球
磨
消
防
所
管
内
４
町
村
）
放
水

競
技
大
会
に
町
代
表
チ
ー
ム
と
し

て
出
場
し
、
２
分
団
１
部
が
見
事

優
勝
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
３
分

団
１
部
が
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

◆
男
子
の
部

優
勝
　
　
上
温
湯
実
（
吉
井
）

白
崎
誠
也
（
今
井
）

準
優
勝
　
林
　
恭
平
（
今
井
）

豊
永
　
隆
（
今
井
）

３
位
　
　
馬
場
亮
平
（
柳
別
府
）

深
水
克
実
（
柳
別
府
）

３
位
　
　
太
田
賢
志
郎
（
下
永
里
）

森
山
聖
士
（
麓
）

◆
女
子
Ａ
の
部

※
天
候
不
良
の
た
め
決
勝
で

き
ず

優
勝
　
　
上
温
湯
夏
紀
（
吉
井
）

上
渕
彩
香
（
塚
脇
）

優
勝
　
　
甲
斐
麻
里
絵
（
今
井
）

川
野
美
穂
（
久
鹿
）

３
位
　
　
西
村
美
由
（
吉
井
）

上
温
湯
由
紀
子
（
吉
井
）

３
位
　
　
児
玉
元
子
（
八
幡
）

松
岡
芳
実
（
狩
所
）

◆
女
子
Ｂ
の
部

優
勝
　
　
橋
口
史
佳
（
堀
角
）

尾
方
　
栞
（
二
子
）

準
優
勝
　
園
田
瑛
莉
（
柳
別
府
）

宮
川
奈
津
美
（
永
山
）

３
位
　
　
那
須
有
莉
（
八
幡
）

宮
原
沙
季
（
黒
田
）

３
位
　
　
瀬
口
あ
り
さ
（
下
永
里
）

矢
野
恭
子
（
神
殿
原
）

第
３
回
あ
さ
ぎ
り
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

総
合
選
手
権
大
会
戦
績

放
水
競
技
（
小
型
ポ
ン
プ
）
で
は

２
分
団
１
部
（
榎
田
）
が
優
勝

消
防
団
出
初
め
式

12
月
４
日
、
上
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お
い
て
、
第
３
回

あ
さ
ぎ
り
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
総
合
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
雨
天
に
み
ま
わ
れ
、
11
日
に
午
後
の
試
合
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
テ

ニ
ス
愛
好
者
の
親
睦
を
深
め
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

平
成
18
年
の
年
頭
を
飾
る
恒
例
の
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
（
鬼
塚
孝
団
長
）

の
出
初
め
式
が
１
月
５
日
、
向
町
河
川
公
園
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
約

５
０
０
名
の
消
防
団
員
に
会
場
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
観
覧
者
か
ら
通
常

点
検
・
放
水
競
技
で
の
勇
姿
に
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。



１
月
11
日
、
午
後
１
時
30
分
南
稜

高
校
敷
地
内
に
あ
る
焼
酎
蔵
で
食
品

科
学
科
３
年
生
40
人
が
製
作
し
た
焼

酎
の
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
高
等
学
校
の
特
色
を
出

す
新
教
育
課
程
に
沿
っ
て
今
年
４
月

か
ら
新
に
醸
造
科
目
を
設
け
取
り
組

ん
で
き
た
も
の
で
、
当
日
は
町
内
焼

酎
蔵
の
杜
氏
を
は
じ
め
、
球
磨
焼
酎

組
合
、
熊
本
国
税
局
か
ら
も
参
加
。

同
学
科
３
年
生
の
高
橋
麻
衣
子
さ
ん

か
ら
「
米
一
粒
は
焼
酎
の
一
滴
」
と

題
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
が
あ
っ
た
後
、
７
月
に
フ

ラ
ス
コ
で
製
作
し
た
３
種
類
と
、
10

月
に
生
産
科
学
科
が
ア
イ
ガ
モ
農
法

と
コ
イ
農
法
で
育
て
た
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

を
使
っ
て
仕
込
ん
だ
も
の
４
種
類
の

麹
の
割
合
や
醸
造
方
法
が
違
う
７
種

類
を
試
飲
。

試
験
製
造
と
い
う
こ
と
で
販
売
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
参
加
さ
れ
た
杜
氏
の
方

に
は
「
味
・
香
り
と
も
に
な
か
な
か
よ

く
で
き
て
い
ま
す
。」
と
好
評
。
生
徒

の
藤
本
香
さ
ん
は
「
毎
日
も
ろ
み
の
温

度
管
理
が
大
変
だ
っ
た
が
、
初
め
て

『
は
な
垂
れ
（
最
初
の
焼
酎
の
一
滴
）』

が
出
て
き
た
と
き
に
は
う
れ
し
か
っ

た
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
生
徒
は
試
飲
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
回
製
造
さ
れ
た
焼
酎
の
一
部
は
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
し
て
甕か

め

に
生
徒

の
名
前
を
入
れ
て
保
管
さ
れ
る
予
定

で
、
指
導
さ
れ
て
き
た
淵
上
裕
仁
先

生
は
「
成
人
式
の
時
に
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
品
評
会
が
で
き
れ
ば
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

12月11日、せきれい館自主文化事業として親子キャ

ンドル教室が開催され、午前・午後合わせて100人の親

子がオリジナルのキャンドル作りを楽しみました。

当日はクリスマス前ということもあり、サンタクロ

ースかスノーマンのキャンドルを製作。円錐型のろう

そくを土台に、手の温度で柔らかくなる特別のロウを

使って粘土のようにヒゲや目、マフラーを作ってキャ

ンドルに飾り付けることができ、用意された色とりど

りのロウで、マフラーに模様を入れたり、サンタクロ

ースに羽をつけたりと参加した子どもたちはもちろん、

一緒に参加した保護者もそれぞれに工夫を凝らしたオ

リジナルのキャンドルを作っていました。

本町区長の徳永真一さんが毎年クリスマスイブにサン
タ姿で同地区内の幼児宅や一人暮らしのお年寄り宅にプ
レゼントを配られており、昨年で20周年を迎えました。
徳永さんは20年前スーパーを経営されており、翠光園

（永田由美施設長）に食材を納めていたため、感謝の気
持ちを込めて利用者にプレゼントを届けられたことが始
まり。近年はプレゼント代の半分を区費、半分を自費で
プレゼントを購入されています。
節目となったこの日は、始まりとなった翠光園にシ

ョートケーキのプレゼンを渡しに訪れた徳永さん。「感
謝の気持ちを忘れず生活しています。感謝の気持ちを
持ち続けると、心も朗らかになります。」と話されてい
ました。



12月３日、４日に菊池市で開催された第31回九州アンサンブ
ルコンテスト熊本支部予選中学生の部で、免田中学校吹奏楽部
が昨年に続き金賞を受賞されました。金賞を受賞したのはクラ
リネット４重奏、トロンボーン４重奏の２部門。３年生が主に
出場する中で、１、２年生が出場しての嬉しい受賞となりまし
た。ほかにも７月に行われた第49回熊本県吹奏楽コンクール、
10月に開催されたＲＫＫ器楽合奏コンクールＡパート部門でも
金賞を受賞されており、県３大コンクールにおいて金賞を受賞。
「賞を穫ることに意識せず、自分達の演奏をしようと思った」

と顧問の定政由貴先生が話され、今後は３月３１日に予定して
いる第１回の定期演奏会に向け練習されています。
アンサンブルコンテスト出場者は次の方々です（敬称略）

クラリネット４重奏
２年深水李沙（二子） ２年　上田夏菜子（吉井）
１年塚本　藍（下乙） １年　北川美沙（久鹿）

トロンボーン４重奏
３年柳瀬由花（下乙） ３年福永千尋（八幡）
３年丹後真奈実（二子）１年小出陽子（八幡）

12月15日、深田中学校音楽室で人権集会が

開かれ、あさぎり町地域人権指導員の丸目敏

輝氏より「人権を考える」と題し講演が行わ

れました。

当日は全校生徒69名と保護者約20名が出席。

丸目氏はオオカミに育てられた少女の話を例

に挙げ、人間らしく生きるためには幼児教育

が重要なこと、また、アンデルセン童話の

「みにくいアヒルの子」などを題材に、「人と

自分の『違い』を認める事が大切。」と話され

ました。また、自分の心の中の差別心に気付

くことも大切だと話され、生徒は真剣に聞き

入っていました。

12
月
19
日
、
今
月
１
０
０
歳
を

迎
え
ら
れ
た
大
坪
ミ
チ
ノ
さ
ん
、

三
宅
ト
ラ
ノ
さ
ん
に
満
１
０
０
歳

敬
老
祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

大
坪
さ
ん
は
明
治
38
年
12
月

11
日
生
ま
れ
、
自
宅
で
生
活
さ

れ
新
聞
も
メ
ガ
ネ
な
し
で
読
ま

れ
ま
す
。

三
宅
さ
ん
は
明
治
38
年
12
月

18
日
生
ま
れ
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
鐘
ヶ
丘
ホ
ー
ム
に
入
所

さ
れ
て
お
り
、
歌
や
踊
り
な
ど

楽
し
い
雰
囲
気
が
大
好
き
。

犬
童
町
長
が
自
宅
、
施
設
に

出
向
き
お
２
人
に
祝
い
金
と
花

束
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



インターンシップ（職場体験）であさぎり町役場総務課に、球磨工
業高校２年の横道信貴さんが、「来年公務員を受験して、あさぎり町役
場に就職したいからどんな仕事があるのか知りたくて」との理由で、
12月６日から実習に訪れました。横道さんは、毎朝８時に出勤し、役
場の周りの掃除をして仕事に取りかかっています。「役場の仕事は思っ
ていたよりも忙しく、椅子に座ってパソコンばかり打っているのでは
ない事が分かった。」と、少し疲れた表情で話してくれました。時間が
経つと緊張もなくなり、課の人達と楽しそうに話しながら仕事をして
いました。「役場の方々は、みんないい人ばかり。こんなにいい環境の
中で実習をさせていただいて、本当に感謝しています。将来は絶対に
この仕事に就きたいです。」と、最後に強い意気込みを聞かせてくれま
した。実習は９日までの４日間行われました。

（記事　球磨工業高校　冨崎将一）

このほど、免田中学校（前田幸人　校長）ボラ

ンティア、美化両委員会の生徒40名により役場本

庁舎と東庁舎の花壇に色とりどりのパンジーの花

を植えていただきました。委員会代表の杉本さん

と木村さんは、「私たちが花を植えることによっ

て町が綺麗になり、喜んでもらえたらいいなぁ。」

と笑顔で話してくれました。来庁者の方々の心を

和ませる花となることでしょう。ありがとうござ

いました。

12
月
26
日
、
元
旧
岡
原
村
議
会
議

長
で
今
年
９
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
岳

野
勝
氏
と
、
元
旧
須
恵
村
議
会
議
長

で
同
じ
く
９
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
福

田
末
且
氏
に
自
治
功
労
と
し
て
旭
日

單
光
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
岳
野
氏
は
、
昭
和
50
年
か
ら
５

期
20
年
の
永
き
に
わ
た
り
旧
岡
原
村

議
会
議
員
に
在
職
さ
れ
、
平
成
３
年

か
ら
同
７
年
の
４
年
間
村
議
会
議
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
球
磨

畜
産
農
業
協
同
組
合
長
や
社
団
法
人

全
国
自
衛
隊
父
兄
会
人
吉
球
磨
地
区

連
絡
協
議
会
会
長
な
ど
も
務
め
ら

れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な
功

績
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
故
福
田
氏
は
、
昭
和
62
年

か
ら
平
成
16
年
ま
で
旧
須
恵
村
議
会

議
員
、
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
議
員
を
５

期
17
年
の
永
き
に
渡
り
務
め
ら
れ
、

平
成
11
年
か
ら
同
15
年
の
町
村
合
併

ま
で
の
３
年
11
月
の
間
、
村
議
会
議

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
川

辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
組
合
議
員

や
中
球
磨
５
か
町
村
合
併
協
議
会
委

員
な
ど
も
歴
任
さ
れ
、
合
併
に
対
す

る
全
般
に
つ
い
て
尽
力
さ
れ
こ
の
度

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。



健康のページ 健康のページ 健康のページ 

転倒予防サポーター養成講座を平成17年５月25日から７月13日までの間４回にわたり行い、修了者
58人となりました。（H17.5.25～H17.7.13）
ストレッチング（筋肉伸ばし）、貯筋体操、バランストレーニングの3種類の運動を自宅での実践を

重ねながら、4回にわたり熱心に学習。
この間に、サポーターさん自身にうれしい効果が現れました。

≪貯筋体操の普及≫
17年度2回目の健康あさぎり塾では　　　　

サポーターによる貯筋体操の普及中です。
資料と「貯筋通帳カレンダー」を配布して　
います。

さらに、転倒予防教室（月2回総合福祉センターにて
開催中）、筋力アップ教室（須恵：りんどう館、H17.9.15
～12.14）にて、協力頂いております。

≪狩所地区の活動紹介≫
狩所地区には10人のサポーターが誕生。サロン活動にも貯筋体操を盛り込んで活発な活動が始まり

ました。（12／22、雪にも負けず28名の参加。）

運動を継続することで、腰や膝

の不調の軽減、生活習慣病の改善、

老化を遅らせる効果などが期待で

きます。私たちと一緒に楽しく運

動しませんか。

― 私たちが転倒予防サポーターです。―

（計：60人～筋力アップ教室卒業生２名含む）

転倒予防サポーターをよろしく!!

校区名 代表者名 サポーター数
上 宮崎　　進 ２３人
免田 奥村　信子 ２２人
岡原 佐崎　光義 ５人
深田 福田　　功 ４人
須恵 坂本　　智 ６人

ウエストが

10㎝減りま

した。

正座が出来

るようにな

りました。

O脚が改善

しました

しびれがと

れました

お問い合わせ先：あさぎり町高齢総合課　蕁４５－７２１５



健康のページ 健康のページ 健康のページ 

４歳児歯科健診でむし歯がなかったお友達 ４歳児歯科健診でむし歯がなかったお友達 

中村日茉璃ちゃん（免田） 中尾　百花ちゃん（免田） 福田あいりちゃん（上） 玉村　慶太くん（上）

冨田　汐香ちゃん（岡原） 久保田咲良ちゃん（岡原） 野田　穂海ちゃん（上）



高
齢
者
へ
の
尊
厳 

日
本
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
長
生

き
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
熊
本
県
は

全
国
平
均
よ
り
七
年
早
く
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
す
で
に
、
四
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
高
齢
化
率
二
十
七
・
五
％
）

長
生
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
「
幸
せ
な
こ

と
」「
喜
ぶ
べ
き
こ
と
」
で
す
。
還
暦
、
古
希
、

喜
寿
・
・
・
と
長
寿
を
祝
い
高
齢
者
を
敬
う
こ

と
は
、
日
本
の
良
き
伝
統
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
核
家
族
化
・

少
子
化
で
、
そ
の
良
さ
も
薄
れ
、
私
た
ち
は
、

何
か
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

人
間
、
年
を
と
れ
ば
一
般
的
に
す
ば
や
い
動

作
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
目
や
耳
が
不
自
由

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
力
や

記
憶
力
も
落
ち
、
寝
た
き
り
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
へ
の
理
解
が
不
十
分
な

た
め
、
邪
魔
者
扱
い
を
し
た
り
、
差
別
的
な
態

度
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
も
決
し
て
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地
域
の
中
で
、「
も
う
年
な

ん
だ
か
ら
」
と
か
「
そ
の
年
で
は
」
な
ど
と
、

高
齢
者
の
参
加
の
機
会
を
狭
め
る
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
木
の
皿
』
の
夫
婦
は
び
っ
く
り
し
て
（
自

分
た
ち
が
老
人
に
な
っ
た
ら
・
・
と
気
づ
い
て
）

老
人
を
元
ど
お
り
に
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
虐

待
を
虐
待
と
気
づ
か
な
い
高
齢
者
虐
待
の
事
例

が
増
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
先
輩
で
あ
り
、
今
の
社
会
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
の
た
め
に

は
、
高
齢
者
の
実
像
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入

れ
、
異
な
る
世
代
が
一
緒
に
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
す
べ
て
の
高
齢
者
に
対
し
て
尊
厳
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

※
尊
厳
＝
犯
す
べ
か
ら
ず
権
威
が
あ
る
こ
と
。

あさぎり町教育委員会人権だより No.18

独居高齢者

団塊の世代が定年を迎え、

H12年に6.5％だった独り暮ら

しのお年寄り世帯の割合はH37

年には13.7％と倍増。あさぎり

町では、H17現在、65歳以上の

高齢独居世帯が538人（男102、

女436）です。

改正介護保険法には要介護

高齢者の『尊厳の保持』を明

確に規定しています。

昔
、
夫
婦
と
老
人
と
四
歳
に
な
る
子
、
四
人
が
一
緒
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。

老
人
は
年
を
と
っ
て
食
べ
物
を
こ
ぼ
し
、
汚
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
夫
婦
は
老
人
を
テ
ー
ブ
ル
で
な

く
、
も
の
か
げ
の
床
の
上
で
食
べ
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
老
人
は
涙
を
た
め
、
た
め
息
を
つ
き
ま
し
た
が
、
何

も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

老
人
は
、
ま
す
ま
す
年
を
と
り
、
手
が
震
え
て
不
自
由

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
、
陶
器
の
食
器
を
落

と
し
て
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夫
婦
は
こ
れ
か
ら
も
、
こ
わ
さ
れ
て
は
か
な
わ
な
い
の

で
、
老
人
に
は
粗
末
な
木
の
お
皿
を
あ
て
が
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
四
歳
の
子
が
木
片
を
刻
ん
で
い
る
の

を
夫
婦
が
見
つ
け
ま
し
た
。

「
坊
や
、
何
を
し
て
い
る
の
？
」

「
木
で
お
皿
を
作
っ
て
い
る
の
」

「
そ
の
お
皿
、
何
に
す
る
の
？
」

「
う
ん
、
ぼ
く
が
大
き
く
な
る
こ
ろ
に
は
、
パ
パ
も
マ

マ
も
年
を
と
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
ろ
、
こ
の
お
皿
が
で
き

上
が
る
か
ら
、
こ
れ
で
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
の
」

夫
婦
は
び
っ
く
り
し
て
、
老
人
を
元
ど
お
り
テ
ー
ブ
ル

に
着
か
せ
、
陶
器
の
食
器
で
食
事
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

〜
グ
リ
ム
童
話
集
よ
り
〜



その条件とは『入学
を許可する。ただし、６
年間の保護者の付き添い
を必要とする。』という
ものでした。何としても

僕を普通学校に入れたいと思っていた家族にとって、そこに突
きつけられた条件、またこの悲しく厳しい現実を受け止めると
いう事がどんなにか辛い事だったろうと思うと、両親や家族に
は申し訳ない気持ちでいっぱいです。
こうして僕は小学校に入学することができました。しかし嬉

しい反面、母や家族にはまた新たな負担を掛ける事になってし
まうのです。
特に母は、登校から朝の会、授業中・給食（配膳）・掃除・

帰りの会と一日中、僕と同じ流れで生活してくれました。その
間仕事もすることができず、大変だったろうと思います。その
生活は１年間続きました。しかし、２年生の時の担任の先生が
母に言ってくれた一言で、僕と母の生活は大きく変わりました。
その先生は母に「このままお母さんが居続けたら、誠之くん

にはずっと友達ができなくなりますよ。思い切って手放してみ
ませんか？」と提案してくれたのです。その時の母の気持ちを
考えると、そう言われて嬉しいと言うより、自分から放すとい
う事に対しての不安の方が大きかっただろうと思います。僕自
身も今までいた母がいなくなることは正直不安でした。
でもそんな時、僕を支えてくれたのは同級生のみんなでした。

僕が困っている時や移動の時など、みんなが自然に手を貸して
くれました。僕は、それが凄くうれしかったです。あれから２
０年経った今でも、みんなは母のことを覚えていてくれて、同
窓会などで会うと「おばちゃん元気？」とか「会いたい。」など
と言ってくれます。中には「いつかおばちゃんも同窓会に呼び
たかね。」と言ってくれる同級生もいます。
考えてみれば、もしあの時の先生との出会いがなければ、大

げさかもしれませんが、僕は「仲間」とか「友人」というもの
を知らずに終わったかも知れません。
「僕には今でも、僕の事や母の事をこんなに思っていてくれる同
級生たちがいる。」
これは、僕にとって、何物にも代えることのできない誇り

です。
こうして僕は、村・両親（家族）・学校・同級生その他みん

なの助けを借りながら、それからの小学校・中学校９年間の学
校生活を、無事に送ることが
できたのです。
しかし、中学校卒業を控え、

高校進学を考える僕は、ある
一つの選択を迫られることに
なるのです。
３月号につづく・・・

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

日
　
時
　
平
成
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年
２
月
７
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前
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時
〜
午
後
３
時
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で
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所
　
あ
さ
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り
町
農
村
女
性
の
家

担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

次
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
い
で
下

さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
家
庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、
嫁
、
姑
な
ど
）
の
こ
と
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な
や
ん
で
い
る
と
き

○
相
隣
関
係
（
通
行
、
排
水
、
境
界
な
ど
）
で
困
っ
て

い
る
と
き

○
借
地
、
借
家
な
ど
で
困
っ
て
い
る
と
き

○
相
続
、
遺
言
な
ど
で
な
や
ん
で
い
る
と
き

○
人
権
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る
と
き

○
金
銭
問
題
（
保
証
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
な
ど
）

で
困
っ
て
い
る
と
き

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
で
な
や

ん
で
い
る
と
き

も
よ
り
の
法
務
局
（
人
吉
支
局
）
と
人
権
擁
護
委
員

の
自
宅
で
は
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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２
２
―
３
３
９
３
（
人
吉
支
局
）

あ
さ
ぎ
り
町
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
上
】

松
本
　
芳
子
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５
―
０
０
０
１

【
須
恵
】
岩
闢

熊
六
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５
―
５
２
１
４

【
深
田
】
山
本
　
　
佶
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５
―
０
７
８
０

【
岡
原
】
上
田
　
昭
子
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５
―
３
０
２
２

【
免
田
】
野
口
　
辰
紘
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５
―
０
７
８
４

【
免
田
】
永
村
　
和
子
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５
―
１
１
６
７

僕の事②

小口さんは小児マヒで両足に障害があり、生活の中で車椅

子が欠かせません。

このコーナーでは小口さんの視点から日頃かじられること

などをコラムで紹介いたします。

先月号では、小口さんが小学校に入学するまでのエピソー

ドを書いていただきました。
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☆ひなまつりオープニング記念式典 

日時：平成18年２月19日（日）午前10時～ 

内容：式典・式典終了後もちつき（紅白も

ち先着100名様にプレゼント） 

　　　バザー（商工会女性部）・フリーマ

ーケット 

☆ポッポー館自主事業　映画上映会 

日時：平成18年２月26日（日） 

　　　午前10時40分／午後１時40分 

☆ひなまつり中間イベント 

日時：平成18年３月５日（日） 

内容：甘酒の振るまい・雛あられつか

みどり（女性の方と小学生以下

限定） 

☆ひなまつりフィナーレ 

日時：平成18年３月19日（日） 

内容：フリーマーケット 

　　　グリーンツーリズム研究会による『農

家レストラン』 

 

※農家レストランに関するお問い合わせ

はあさぎり町商工観光課・グリーンツ

ーリズム研究会事務局　蕁45－7220

ポッポー館 
自主事業 第２回あさぎり町ひなまつり 第２回あさぎり町ひなまつり 第２回あさぎり町ひなまつり 第２回あさぎり町ひなまつり 
～ポッポー館に春が来た☆おひなまつり☆～開催 

一足早く春を感じてみませんか？

あさぎり町商工コミュニティセンター「ポッポー館」において、『第２回あさぎり町ひなまつり』を開催い

たします。ひな人形と春をイメージした手作り作品を多数展示いたします。

暖かい春を感じに是非お越しください。

☆開催期間 平成18年２月19日（日）～３月19日（日）

☆展示時間 午前９時～午後９時（最終日は午後４時まで）

☆開催場所 あさぎり町商工コミュニティセンター「ポッポー館」１階ギャラリー

★期　　　日：平成18年２月26日（日）

★上 映 時 間：午前10時40分／午後１時40分

★場　　　所：ポッポー館　２階多目的ホール

★お問い合わせ：「ポッポー館」 蕁49－9211
あさぎり町商工観光課　蕁45－7220

★入　場　料：500円／一人

入場券は2月1日より、ポッポー館・あさぎり町商工観光

課・あさぎり町商工会にて販売いたします。

（※幸福スタンプ台紙1冊と入場券１枚と交換可）

★小学生未満のお子様は、保護者同伴といたします。

★午前・午後とも定員250名になり次第締め切らせてい

ただきます。

お問い合わせ先

あさぎり町商工コミュニティセンター「ポッポー館」

蕁49－9211

★ポッポー館イベント情報★



あさぎり町財産（土地）売却のお知らせ
あさぎり町では、次の土地の売却を予定しています。
ご関心のある方は、下記までお問い合わせください。
◇売払いの方法 制限付一般競争入札
◇申込資格 あさぎり町内に住所を有する個

人又は事業所で、転売を目的と
しない方

◇申込期限 平成18年２月20日（月）
午後４時

◇その他 入札の日時・場所等詳細については、締
切り後に申込者に対して改めて連絡いた
します。

※お問い合わせ・申込先

球磨郡あさぎり町免田東1199

あさぎり町　総務課管財係

蕁 ０９６６－４５－１１１１　内線１６６

犬の飼育についてお願い

犬の放し飼いは絶対にやめましょう！
最近、町内で家の庭や畑を荒らす等の、犬の放し飼い

による苦情が多数寄せられています。
散歩のときも、引き綱はしっかり持ち、夜間の放し飼

いもやめましょう！
上記に違反した場合、「熊本県動物の愛護及び管理に関

する条例」により罰せられます。（３万円以下の罰金又は
科料）

※放し飼いの犬がいた場合には、捕獲し、保健所へ送る

ことがあります。

※犬がいなくなった場合には役場への連絡をお願いし

ます。

ふんの後始末は飼い主の責任です。散歩の時
は、ビニール袋も忘れずに！
散歩時のふんの後始末について、たくさんの苦情が寄

せられております。よその家の庭、道路、畦道、河川敷
など、場所に関係なく後始末をお願いします。

登録及び年一回の予防注射を
必ず行いましょう！

「狂犬病予防法」より抜粋

（登録）

「犬を取得した日（生後90日以内の犬を取得した場合
にあっては、生後90日を経過した日）から30日以内に、
その犬の所在地を管轄する市町村長に犬の登録を申請し
なければならない。」

（予防注射）

犬の所有者は、その犬について、厚生省令の定めると
ころにより、狂犬病の予防注射を毎年1回受けさせなけれ
ばならない。
上記に違反した場合、狂犬病予防法第２７条に罰則規

定（20万円以下の罰則）があります。

～犬は飼い主を選べません。愛情と責任を持って最

後まで飼ってあげましょう。～

お問い合わせ先：　あさぎり町　環境保全課

蕁45－7217

■物　件１ 

２　売却予定価格 

１　売却する土地 
（旧須恵保育所跡地） 
あさぎり町須恵字小田1040番地1　ほか 
宅地　２８７７.１７裃 

近傍類似地の固定資産評価額（約2,800
円/裃）を基準とする。ただし、建物も
含む売却のため解体経費相当の減額あり 

■物　件２ 

２　売却予定価格 

１　売却する土地 
（旧深田村稚蚕共同飼育所跡地） 
あさぎり町深田東字辻1156-1 
宅地　約７７９.１２裃 

近傍類似地の固定資産評価額（約3,220
円/裃）を基準とする。 

至　須恵文化ホール _ ⇒至　多良木町 

県道３３号 

〒 
JA須恵 

須恵 

中学校 

印道ﾓｰﾀｰｽ 

今回公売地 

県 

道 

33

号 

⇒至　あさぎり町免田 

球 

磨 

川 

深田小学校 

高山体育館 

今回公売地 

岩井クリニック 

JA球磨深田支所 
あさぎり町深田支所 



これは、国勢調査の結果による平成17年10月1日現在の日本の人口で
す。平成12年と比較すると約83万人増加していますが、今後の調査で
は子化等の影響で減少することが確実視されています。
また、熊本県の人口は184万2140人、あさぎり町の人口は17,300人で

あり、平成12年国勢調査と比べると、それぞれ17,204人、451人減少し
ました。
そのほかの集計結果は、順次公表され、少子高齢化や皆さんのまち

づくりに活かされます。
皆さんのご協力により、人口集計をスムーズに行うことができまし

た。誠にありがとうございました。
※平成17年12月27日公表の速報値であり、後日、個々の調査表をもと
に集計して得られる確定数とは必ずしも一致しません。

2005 
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平成18年度から国民健康保険税の納期が変わります！

先般、開催された12月定例議会におきまして、あさぎり町国民健康保険税条例改正（案）が可決さ
れ、納期ならびに２割軽減申請書提出期限が次のとおり改正されました。

改正前は４月の仮課税納付書と、８月の本課税納付書とでは、大きく税額が変わることがあり納税
者も納税計画をたてにくい状況でした。

改正後（平成18年度から）は７月課税で年税額も確定していますので、納税計画がたてやすくなり

ます。

納期が８回になって面倒だと思われる方は、この機会に口座振替のお申し込みをお奨めします。

また、２割軽減申請書の提出期限が（改正前）７月31日から（改正後）６月25日になりました。
対象者には６月に申請書が届きますので、提出期限（６月25日）までに必ずご提出ください。

提出がない場合は軽減を受けることができません。

お問い合わせ先：あさぎり町税務課　国民健康保険税係　蕁４５－７２１２

（改正後）平成１８年度から

第１期 ７月１日から同月３１日まで

第２期 ８月１日から同月３１日まで

第３期 ９月１日から同月３０日まで

第４期 １０月１日から同月３１日まで

第５期 １１月１日から同月３０日まで

第６期 １２月１日から同月２５日まで

第７期 翌年１月１日から同月３１日まで

第８期 ２月１日から同月末日まで

（改正前）

第１期 ４月１日から同月３０日まで

第２期 ６月１日から同月３０日まで

第３期 ８月１日から同月３１日まで

第４期 １０月１日から同月３１日まで

第５期 １２月１日から同月２５日まで

第６期 翌年２月１日から同月末日まで
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このコーナーでは読者の方々が日々
の活動のなかで制作されている作品を
毎月紹介していきます。
書道・俳句・詩・絵画・イラストな

どお気軽にお寄せ下さい。
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あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし （七） （七） （七） 荒茂毘沙門堂(仁王門)と毘沙門天立像(その１)

あ
さ
ぎ
り
町
深
田
北
、
荒
茂
地
区

の
広
域
農
道
（
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
ロ
ー

ド
）
の
大
カ
ー
ブ
か
ら
荒
茂
集
落
に

向
か
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
上

り
坂
を
少
し
歩
く
と
「
荒
茂
毘
沙
門

堂
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
堂
は
、

か
つ
て
は
荒
茂
山
勝
福
寺
と
い
う
お

寺
の
「
仁
王
門
」
で
し
た
。
勝
福
寺

い
う
寺
は
、
古
い
歴
史
と
由
緒
が
あ

っ
た
お
寺
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

明
治
時
代
の
は
じ
め
に
廃
寺
と
な

り
、
今
で
は
仏
像
と
古
塔
碑
の
遺
跡

を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仁
王
門
は
、
お
寺
の
入
口
で
、

勝
福
寺
の
伽
藍
配
置
か
ら
す
る
と
南

門
に
あ
た
り
、
今
も
像
高
１
９
０
㎝
、

赤
に
彩
色
さ
れ
、
勇
猛
、
威
嚇
を
表

現
し
た
二
体
の
大
き
な
仁
王
像
が
こ

こ
に
安
置
さ
れ
お
寺
を
守
護
し
て
い

ま
す
。
明
治
時
代
以
前
ま
で
は
、
こ

の
場
所
か
ら
荒
茂
集
落
奥
の
勝
福
寺

金
堂
へ
行
く
に
は
、
こ
の
仁
王
門
を

通
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治

３
年
（
１
８
７
０
）
、
神
仏
分
離
令

に
よ
り
古
刹
で
名
を
馳
せ
た
勝
福
寺

も
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
22

年
、

無
住
と
な
っ
て
い
た
金
堂
は
傷
ん
で

解
体
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

時
、
金
堂
の
ご
本
尊
木
造
毘
沙
門
天

像
な
ど
の
仏
像
を
こ
の
仁
王
門
に
移

し
て
毘
沙
門
堂
に
と
改
造
し
ま
し

た
。
昭
和
55
年
８
月
頃
ま
で
は
茅
葺

屋
根
で
し
た
が
、
今
で
は
ト
タ
ン
屋

根
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
勝
福
寺
は
、
伝
説
で
は
平

安
時
代
末
期
、
平
清
盛
の
長
男
重
盛

の
菩
提
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
伝

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
仁
王

門
に
残
る
仏
像
に
は
平
安
時
代
中
期

頃
（
10
〜
11
世
紀
頃
）
の
仏
像
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
勝
福
寺
の
創
建
時
期

は
未
だ
に
ど
の
時
期
の
創
建
か
謎
と

な
っ
て
い
ま
す
。

話
し
は
仁
王
門
に
戻
り
ま
し
ょ

う
。
こ
の
建
物
は
、
今
か
ら
お
よ
そ

７
０
０
年
前
の
鎌
倉
時
代
の
弘
安
年

間
、
円
鑁
（
え
ん
ば
ん
）
と
い
う
僧

が
、
勝
福
寺
が
衰
退
し
て
い
た
の
を

真
言
宗
の
寺
院
と
し
て
再
び
復
興
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
こ
の
建
物
を

新
た
に
新
築
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
と
と
も
に
二
体
の
仁
王
像
も
彫

像
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
以
来
、
仁

王
門
は
幾
度
と
な
く
修
理
さ
れ
、
今

か
ら
お
よ
そ
２
６
０
年
前
の
江
戸
時

代
中
期
に
も
大
修
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
56
年
深
田
村
有
形
文
化
財

と
な
り
、
現
在
、
あ
さ
ぎ
り
町
有
形

文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
し
て
い

ま
す
。

〜
つ
づ
く

（
文
責
　
生
涯
学
習
課
　
北
川
賢
次
郎
）

Hello,everyone!!
Valentine's Day バレンタインデー

In America, February is a time for love.  The cold of winter is beginning to
wear off and spring is coming soon.  Valentine's Day falls in the middle of the
month and children and adults alike celebrate the holiday.  Schoolchildren
prepare small cards with small heart-shaped candies and a short message to
their friends inside.  Oftentimes, classes in schools will prepare paper bags
for each student before children drop off their Valentines in the recipient's
bag.  Sometimes the sender is anonymous, especially if the child is a“secret
admirer”and“has a crush”on the other （has romantic interest）.  Usually,
children give their friends Valentines not to show affection, but simply
friendship.  While children in grade school give many small gifts, people at
the age of high school and above usually only give Valentine presents to
boyfriends and girlfriends.  The typical gift for girls and women is red roses,
stuffed animals, and chocolate.  Women give men smaller gifts, but it often
involves candy.  Unlike Japan, the holiday is meant for both men and women
to share mutual feelings.  However, it is often especially the man's role to
give many presents to the woman in hopes of winning her affection.
The holiday is considered somewhat traditional since gender roles have

become less defined over recent years.  Therefore, some Americans do not
recognize it as a fun day, but rather a time to buy unnecessary, overpriced
gifts.  Nevertheless, Valentine's Day is a great chance to be romantic and
kind towards lovers and friends.

アメリカでは、2月は愛の月です。 冬の寒さもやわらぎ始め、春がもうすぐ

やって来ます。 バレンタインデーは２月中旬ですが、子どもも大人も同じよう

にこの日を祝います。小中学生は、小さいハートの形をしたキャンディと、短

いメッセージを書いた小さいカードを封筒に入れて、友達へのプレゼントを準

備します。よく学校では、 子ども達全員に、もらったプレゼントを入れる為の

紙袋が配られます。時には、プレゼントの贈り主が分からないことがあります。

特に秘かにあこがれている相手に渡すときなどは、自分の名前を内緒にします。

大抵、子ども達は、好きな相手にだけでなく、単に友達としてバレンタインの

プレゼントをします。 小中学生がたくさんの友達に小さなプレゼントをするの

に対して、高校生以上の年齢の人達は、ボーイフレンドやガールフレンドにだ

け、バレンタインのプレゼントをします。 女性へ贈る人気のプレゼントは、赤

いバラ、ぬいぐるみ、チョコレートです。 女性から男性へのプレゼントはささ

やかな物ですが、キャンディが入っていることが多いようです。日本と違って、

アメリカでは、バレンタインデーに男女どちらからでも気持ちを伝え、プレゼ

ントを贈ることができます。 ですが、しばしば男性の方が女性の気を引くため

にたくさんのプレゼントをします。

近年,性別による役割にこだわらなくなってから、バレンタインデーは、いく

らか古い慣習であると考えられるようになりました。 ですから、アメリカ人の

中には、楽しい日と考えず、無駄で高価な贈り物を買う日と考える人がいます。

それでも、バレンタインデーは恋人や友人に対して、ロマンチックになったり、

優しくしたりする素晴らしい機会です。
モリー・チャップマン（訳：白柿　浩美）

＜今月の英語＞
at the age of ̃ 「～歳のときに」
例文）He graduated from college at the age of 22.「彼は２２歳のとき、大学を卒業した。」

モリー



あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

通
信
制
高
校
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か

◎
通
信
制
課
程
と
は

高
校
卒
業
の
資
格
を
得
た
い
と

願
う
人
で
、
毎
日
は
学
校
に
通
う

こ
と
の
で
き
な
い
事
情
に
あ
る
人

が
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
通
信
機
関

（
郵
送
・
放
送
）
を
利
用
し
て
学
習

を
進
め
る
教
育
制
度
で
す
。
入
学

の
際
は
学
力
検
査
や
身
体
検
査
な

ど
は
行
わ
ず
、
志
願
者
の
就
業
の

有
無
や
年
齢
は
一
切
問
い
ま
せ
ん
。

◎
学
科
・
修
業
年
限

本
校
は
普
通
科
で
、
４
年
修
業

で
す
。
ま
た
、
条
件
を
満
た
せ
ば
、

３
年
修
業
コ
ー
ス
に
入
り
３
年
で

卒
業
で
き
ま
す
。

◎
学
習
の
進
め
方

◇
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
授
業
な

ど
）
・
・
・
年
間
約
28
回
（
日

曜
か
つ
月
曜
の
昼
間
）

◇

レ

ポ

ー

ト

（

課

題

提

出
）
・
・
・
１
科
目
に
つ
き
年

間
約
６
〜
12
回
　
教
科
書
・
学

習
書
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座
を
利

用
し
て
の
家
庭
学
習

◇
教
科
と
定
期
考
査
・
・
・
１
年

次
８
科
目
、
年
間
３
回
の
考
査

◎
学
費
等
（
年
間
）

受
講
料
も
含
め
年
間
２
０，

０
０
０
円
程
度
（
入
学
時
納
入
）。

そ
の
他
、
教
科
書
・
学
習
書
代
や

副
教
材
費
、
入
学
時
点
で
の
体
育

服
等
の
費
用
約
３
５，

０
０
０
円

◎
出
願
期
間

平
成
18
年
２
月
17
日
（
金
）
〜

３
月
17
日
（
金
）
ま
で

◎
協
力
校
制
度

本
校
へ
通
学
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
協
力
校
で
も
日
曜
日
に
ス

ク
ー
リ
ン
グ
（
年
間
16
回
授
業
や

定
期
考
査
等
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

協
力
校
と
し
て
鹿
本
高
校
、
人

吉
高
校
、
芦
北
高
校
、
天
草
高
校

が
あ
り
ま
す
。

※
入
学
関
係
書
類
は
各
協
力
校
に

も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

蕁
０
９
６
―
３
７
２
―
５
３
７
２

（
通
信
制
専
用
）

〒
８
６
２
―
８
６
０
３
　
熊
本
市

出
水
４
丁
目
１
―
２

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校

◆
教
科
書
・
学
習
書
（
通
信
制
参

考
書
）
は
、
入
学
後
有
職
等
の

条
件
を
満
た
せ
ば
無
償
給
与
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

◆
各
種
奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

県
民
参
加
の
森
づ
く

り
！
森
や
山
村
と
の

体
験
交
流

「
熊
本
県
青
年
森
林
協
力

隊
活
動
推
進
事
業
」
参
加

者
募
集

県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
、
水

源
か
ん
養
や
二
酸
化
炭
素
吸
収
な

ど
多
く
の
働
き
を
持
つ
森
林
を
県

民
共
有
財
産
と
し
て
守
り
育
て
る

「
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し

て
、
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
男
女

問
わ
ず
若
者
を
山
村
に
１
泊
２
日

程
度
派
遣
し
、
植
林
・
下
刈
り
、

除
間
伐
、
枝
打
ち
な
ど
森
づ
く
り

活
動
体
験
と
林
家
な
ど
地
域
住
民

と
の
交
流
を
内
容
と
し
た
研
修
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
専
門

能
力
・
技
術
は
特
に
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
グ
ル
ー

プ
や
お
仲
間
で
の
参
加
大
歓
迎
で

す
。）

◆
参
加
応
募
資
格

県
内
在
住
の
高
校
生
、
大
学
生
、

大
学
院
生
、
専
門
学
校
生
他
16
歳

以
上
30
歳
未
満
の
方

◆
募
集
定
員

50
人
（
随
時
受
付
、
参
加
者
決

定
が
50
人
に
な
り
次
第
募
集
を
締

切
り
ま
す
）

◆
実
施
時
期

平
成
17
年
12
月
〜
18
年
３
月

（
冬
休
み
や
春
休
み
期
間
中
又
は
土

日
を
利
用
し
て
の
１
泊
２
日
程
度

の
研
修
）

◆
派
遣
先
及
び
受
入
団
体

山
鹿
市
、
美
里
町
、
高
森
町
、

芦
北
町
、
水
俣
市
、
球
磨
村
、
苓

北
町
な
ど
の
林
業
団
体
、
林
業
研

究
グ
ル
ー
プ
、
地
域
交
流
施
設
な

ど
で
す
。

◆
派
遣
人
員

１
回
あ
た
り
５
名
程
度
を
同
一

の
受
入
団
体
へ
派
遣
し
ま
す
。

◆
参
加
費
用
他

無
料
。
た
だ
し
、
自
宅
か
ら
林

業
体
験
活
動
の
受
入
先
ま
で
の
交

通
費
は
、
参
加
者
の
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。
宿
泊
場
所
（
受
入
団

１１０番の正しい利用について

１月10日は、『110番の日』です。県民の方から寄せられる110
番通報は、事件事故の早期解決に大きな役割を果たしています。

☆110番は、「緊急時の通報用」の電話です。

●事件・事故等の緊急時に使用してください。
●相談や照会など急がない用件は、警察相談電話（＃9110）ま
たは最寄りの警察署に電話して下さい。

※＃9100は、プッシュホン回線でしか使えません。
ダイヤル式の電話からは、「096－383－9110」または最寄り
の警察署に　電話して下さい。

☆110番するときは

●何が･･･何があったか（事件か、事故か）
●いつ･･･何時頃あったか
●どこで･･･発生した場所は、目標は
などを落ち着いて話して下さい。そのほか必要なことは係員
がお尋ねします。

☆110番するときの心がけ

●ためらわず、素早く

警察官の素早い現場臨場が、事件解決のポイントです。
事件事故が発生したら、直ちに通報して下さい。

●事件事故の現場を詳しく
110番通報は、どの地域からでもすべて警察本部にかかり
ます。
市町村名、電話番号、付近の建物、駅・停留所等の目標物を
言って下さい。

☆携帯電話による通報の場合の注意

●車を運転しながらの通報はいけません。必ず停車してから通
報して下さい。

●県境での通報は、他県の警察本部につながる場合があります。
☆メールでの110番のかけ方

●耳や言葉の不自由な方専用のメールです。
●メールには、事案名・場所・住所・氏名等を入力して送信し
て下さい。

●メールアドレス（kumamoto-police110@deluxe.ocn.ne.jp）
☆平成18年『110番の日』広報用全国統一標語

●メイン標語　急ぐほど　正しく　はっきり　１１０番
●サブ標語　　警察相談　かけて安心　＃９１１０

お問い合わせ先：多良木警察署　蕁４２－４１１０



ま
た
、
研
修
当
日
の
参
加
者
用
の

保
険
（
傷
害
保
険
及
び
個
人
賠
償

責
任
保
険
）
は
県
で
一
括
し
て
加

入
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２
―
８
５
７
０

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
１
８
―
１

熊
本
県
林
務
水
産
部
森
林
整
備
課

み
ど
り
推
進
室

蕁
０
９
６
―
３
３
３
―
２
４
４
１

FA
X

０
９
６
―
３
８
３
―
７
７
０
４

E-mail：
shinrinseibi@

pref.kumamoto.lg.jp
URL：

http://www.pref.kum
am
oto.jp

※
お
近
く
の
県
地
域
振
興
局
林
務

課
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

く
ま
よ
う
シ
ョ
ッ
プ

ｉ
ｎ
サ
ン
ロ
ー
ド
シ

テ
ィ

球
磨
養
護
学
校
高
等
部
作

業
製
品
販
売
会
に
つ
い
て

球
磨
養
護
学
校
高
等
部
の
み
な

さ
ん
が
、
将
来
、
よ
り
自
立
し
た

生
活
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
作
業
学
習
製
品
の
販
売
で
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

力
を
精
一
杯
発
揮
し
て
、
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
18
年
２
月
12
日
（
日
）

10：

00
〜
14：

00

■
場
所
　
錦
町
サ
ン
ロ
ー
ド
シ
テ
ィ

■
販
売
作
業
製
品

窯
業
班
・
・
・
窯
業
製
品
（
茶

碗
、
湯
飲
み
、
皿
な
ど
）

農
園
芸
班
・
・
・
花
苗
、
寄
せ

鉢
（
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
デ
ー

ジ
ー
な
ど
）

工
芸
班
・
・
・
フ
ェ
ル
ト
製
品

（
バ
ッ
グ
な
ど
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

球
磨
養
護
学
校

蕁
４
２
―
３
７
９
２

体
が
確
保
）
は
、
県
が
指
定

◆
応
募
条
件

①
林
業
体
験
作
業
に
対
応
で
き

る
健
康
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
②

高
校
生
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。

◆
応
募
方
法

申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
県
林
務
水
産
部
森
林
整
備
課

み
ど
り
の
推
進
室
ま
た
は
お
近
く

の
地
域
振
興
局
林
務
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
決
定

県
に
お
い
て
選
考
の
う
え
参
加

者
を
決
定
し
、
実
施
日
時
、
活
動

場
所
（
宿
泊
先
を
含
む
）、
受
入

指
導
団
体
を
明
記
の
う
え
通
知
し

ま
す
。

（
活
動
場
所
等
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
）

◆
そ
の
他

森
林
作
業
が
で
き
る
服
装
及
び

靴
等
（
手
袋
、
長
靴
を
含
む
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作
業

用
具
は
、
受
入
者
が
準
備
し
ま
す
。

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島

平
成
18
年
春
休
み
国
内
交

流
事
業

南
の
島
で
友
達
を
た
く
さ

ん
作
ろ
う
！

○
期
間

平
成
18
年
３
月
28
日
（
火
）
〜

４
月
４
日
（
火
）

７
泊
８
日

※
九
州
グ
ル
ー
プ
は
、
３
月
29

日
か
ら
、
奄
美
大
島
、
沖
縄
グ
ル

ー
プ
は
３
月
30
日
（
木
）
か
ら

○
場
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

○
定
員

日
本
人
小
学
生
　
４
０
０
名

（
原
則
と
し
て
２
年
生
以
上
　
平
成

18
年
２
月
末
日
現
在
）

外
国
人
小
学
生
　
１
０
０
名

（
ア
メ
リ
カ
人
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
）
予
定

○
申
し
込
み
締
め
切
り
　

平
成
18
年
３
月
７
日
（
火
）

（
申
込
み
先
着
順
）

○
申
し
込
み
方
法
　

本
会
指
定
の
参
加
申
込
書
を

完
全
記
載
し
、
保
険
証
の
コ
ピ

ー
を
添
え
て
本
会
当
て
に
ご
郵

送
下
さ
い
。

詳
細
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
参
加
申
込

書
は
、
本
会
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

○
協
力

与
論
町
教
育
委
員
会
／
観
光
協

会
　
沖
縄
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル

東
京
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
学
校

マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
　
マ
リ
ッ

ク
ス
ラ
イ
ン
　
日
本
航
空
　
全
日

空
　
ト
ラ
イ
ツ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
〈
文
部
科
学
省
　
ス
ポ
ー
ツ
青

少
年
局
青
少
年
課
管
理
〉

〒
１
６
０
―
０
０
０
４
東
京
都

新
宿
区
四
谷
２
―
１
１
大
村
ビ

ル
３
Ｆ

蕁
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
３
―
３
３
５
４
―
２

２
０
７

E-m
ail：
info@

kskk.or.jp

寒
さ
や
風
邪
等
の
影
響
に
よ
り
献
血
者
が
落
ち
込

む
冬
は
、
輸
血
用
血
液
の
不
足
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。
熊
本
県
で
は
、
１
月
〜
２
月
の
２
ヶ
月
間
、

成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心
に
多

く
の
県
民
の
皆
様
に
献
血
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
献
血
は
生
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

本
誌
１
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
し

た
「
申
告
受
付
と
納
税
相
談
日
程
」
に

お
い
て
、
消
費
税
の
申
告
受
付
日
程
を

次
の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
。

「
３
月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月
18
日
（
土
）」

の
記
載
を

「
３
月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月
31
日
（
金
）

※
閉
庁
日
を
除
く
」

に
訂
正
し
ま
す
。

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に 

ご
協
力
を
！ 

20
代
の
若
者
の
献
血
者
数
が
こ
こ

数
年
で
30
％
も
落
ち
て
い
ま
す
。

若
い
皆
さ
ん
を
始
め
、
皆
様
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
待
っ
て
い
ま
す
!!

ハ
ー
ビ
ッ
ト
先
輩
と
一
緒
に
熊
本
で

の
献
血
を
盛
上
げ
る
た
め
に
、
「
た

す
け
ア
イ
ラ
ン
ド
」
か
ら
や
っ
て
来

た
「
け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん
」
も
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先：

あ
さ
ぎ
り
町
健
康
増
進
課

蕁
４
５
―
７
２
１
６
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●
発
行
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/
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●
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/
熊
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あさぎり町の人口 
（１月１日現在） 

総数：18,013人／世帯数：5,761世帯 
男：8,539人／女：9,474人 

行政区紹介濱 

●古紙配合率　100％ 

『柳別府』 
やなぎのびゅう 

「球磨川の春の訪れ」 
撮影場所　覚井地区 

第２回あさぎり町 
写真コンテスト 

自然景観の部（フィルム） 
　優秀　万江由美さん（屯所） 

　こんにちは。球磨工業高校の２年機械科の横道です。 
　今回は、インターンシップ(職業体験)と言うことで広
報広聴係で取材をさせていただき記事を書かせてもらい
ました。取材は免田小に行きました。免田小は、母校だっ
たのですがいざ取材をすると小学５年生相手に緊張して
しまいました。恥ずかしかった。 
　その後は、その取材の記事をパソコンで打ちました。
何を書けばいいのか分からなかったけど、広報広聴係の
人たちが優しく教えてくださいました。 
　役場は僕が思っていたより仕事が多くて大変な仕事で
した。役場の職員の方今回は本当にお世話になりました。 
 
　こんにちは。球磨工業高校２年建築科の富崎です。 
　今回は、インターンシップ(職場体験)であさぎり町役
場の、総務課で仕事をさせていただくことになりました。
総務課という事なので、椅子に座ってパソコンばかりし
ているのかと思っていましたが、沢山の人が色んな現場
に行ったりして、とても忙しそうでした。僕は、防犯灯
台帳作成の仕事をさせていただきました。いつも通って
いる道でも沢山の防犯灯があることが分かりました。又、
分からない事は役場の方々が優しく教えてくださったの
で、とてもやりやすかったです。役場の仕事はとても忙
しかったけど、一日がとても充実していました。このよ
うな環境で仕事をさせていただき、役場職員の方々には、
本当に感謝しています。ありがとうございました。 

　柳別府地区は、人口477名、147世帯（H18年１月１日現在）の地区で、
上中学校（①）や柳別府太鼓踊り（②）などがあります。 

柳別府の太鼓踊り 

①上中学校 

　上中学校は生徒数154名、西日本でも１、２を争う敷地面積を誇り

ます。進取・礼儀・責任の校訓の下、日々勉強にスポーツに励んでいま

す。部活動では陸上部が全国大会出場者や県駅伝競走大会に連続出場す

るなど活躍しており、文化面でも音楽部がＲＫＫ器楽合奏コンクールＢ

パートで最優秀賞を受賞するなど多岐面で活躍しています。 

 

②町指定無形民俗文化財 

　柳別府の太鼓踊り 

　同地区には臼太鼓踊りが残って

おり、太鼓踊り保存会が毎年11

月３日の白髪神社大祭で奉納され

ています。由来は明らかでありま

せんが、この踊りは氏神を中心に

伝えられてきた氏子の踊りで、す

べて長男から長男へと伝承されて

きました。 

上中学校 

蘆野球場 

武道館蘆 

蘆白寿荘 

蘆旧上村役場 

ふれあい物産館蘆 

ヘルシーランド蘆 

蘆上第二保育所 

蘆球磨農業研究所 

★上中学校 
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